
平成20年度 環境省の環境教育／ＥＳＤ関連の取組について

（背景）（背景）

• 環境問題の解決には、社会経済活動やライフスタイルの変革を担う人づくり＝環境教育/ESDの推進が不可欠

• ２１世紀環境立国戦略においても、戦略の一つに「環境を感じ、考え、行動する人づくり」を提示

21世紀環境教育プラン
～いつでも、どこでも、誰でも環境教育ＡＡＡプラン～

持続可能な開発のための教育（ESD）の推進

① 地域における実践
国連持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の１０年促進事業

○「21世紀環境教育プラン」に基づき、
文科省等の関係府省間の一層の連携により、家庭、学校、地域、企業等における
生涯にわたる質の高い環境教育・学習の機会の多様化を図ることで、

成果のとりまとめ・教材作成、成果物の普及

国連持続可能な開発 教育（ ） 年促進事業

生涯にわたる質の高い環境教育 学習の機会の多様化を図ることで、
いつでも(Anytime)、どこでも(Anywhere)、誰でも(Anyone)環境教育を受けること
のできる環境整備を図る。

○ 「21世紀環境教育プラン」 関連の新規予算
全国事務局

採択団体のESD推進に係る助言・サポート

有識者検討会・ワーキンググループ

地域レベルでのESDの実践

報告
○ 「21世紀環境教育プラン」 関連の新規予算
・ 21世紀環境教育AAAプラン推進事業（55百万円）
－発達段階に応じた環境教育の「ねらい」等策定に関する調査研究
－ 21世紀子ども放課後環境教育プロジェクト
「 感 学ぼう 子ども自然体験プ ジ クト（26 ）

採択団体
各県の団体

地域版教材・プログラム作成等報告・

フィードバック

情報・経験の集約

地域におけるＥＳＤ教材
プログラムづくり＆実践
（全国14カ所）

全国７ブロック内で普及 ・「五感で学ぼう！」子ども自然体験プロジェクト（26百万円）

・ 総会の開催

・・・各県のベストプラクティス、共通の課題等の情報共有・意見交換

・・・各県の民間団体のネットワーキングの場

○○地区ESD推進フォーラム

全国７ブロック内で普及
＆地域の取組を支援

② 高等教育機関における取組

展開イメージ図

各県 民 体 場

・ 総会の発表資料をウェブサイトで公開

→地域レベルのESD推進に係る情報の蓄積

各ブロック内で自律的なESD推進

② 高等教育機関における取組
（新）持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）を担う

アジア高等教育機関人材育成事業

環境人材育成のニーズと課題

○ 持続可能なアジアの実現には、あらゆる分野で、企業活動等の経済社会システムのグリーン化に取り組む

人材（環境人材）が不可欠。

○ 大学は、専門性を育む等、職業や仕事の方向性に大きな影響を与え、環境人材の育成の場として適切

○ 企業活動等現場での研修、実習、主体的活動等を通じた育成が必要だが、現時点では質・量とも不十分○ 企業活動等現場での研修、実習、主体的活動等を通じた育成が必要だが、現時点では質 量とも不十分

２つの閣議決定
21世紀環境立国戦略 「ｱｼﾞｱの環境ﾘｰﾀﾞｰ育成ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞの展開」

イノベーション25 「世界の環境リーダー育成」

アジア大で活躍する環境リーダー育
成支援（国連大学と連携）

講師派遣

官民連携による環境人材育成（H20～）
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